
府

令

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
政
令
第
二
百
十
三
号

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
第
十
四
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
三
条
第
二
項

並
び
に
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
四
条
の
三
第
四
項
（
同
法

第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
二
十
四
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
三
第
三
項
第
二
号
中
「
陸
上
自
衛
官
又
は
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
落
下
傘
を
利
用
し
て
行
う
装
備
品
及
び
食
糧
そ
の
他
の
需
品
の
補
給
に
関
す
る
教
育
訓
練
及

び
調
査
研
究
の
支
援
の
た
め
の
落
下
傘
降
下
作
業
を
行
う
こ
と
を
本
務
と
す
る
隊
員
と
し
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
者
に

あ
つ
て
は
、」を
「
そ
の
行
う
落
下
傘
降
下
作
業
に
携
行
す
る
装
備
品
の
種
類
を
考
慮
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
落
下
傘

隊
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
行
う
落
下
傘
降
下
作
業
の
危
険
性
及
び
困
難
性
に
応
じ
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
百
分
の
三
十
・
二
五
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
百
分
の
三
十
三
（
そ
の
従
事
し
又
は
技
能
を
修
得
す
る
」

を
「
、
第
十
一
条
の
三
第
五
項
第
一
号
に
該
当
す
る
特
殊
作
戦
隊
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
九
・
五
（
そ
の
従
事
す

る
」
に
、「
百
分
の
十
六
・
五
）
を
」
を
「
そ
の
従
事
す
る
特
殊
作
戦
業
務
の
危
険
性
及
び
困
難
性
に
応
じ
て
防
衛
大
臣

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
百
分
の
三
十
三
又
は
百
分
の
十
二
・
三
七
五
）
を
、
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
特
殊
作
戦
隊

員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
三
十
三
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
十
一
の
見
出
し
中
「
支
給
方
法
」
を
「
支
給
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」

に
、「
支
給
方
法
」
を
「
支
給
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
予
備
自
衛
官
が
引
き
続
き
自
衛
官
と
な
つ
た
場
合
又
は
自
衛
官
が
引
き

続
き
予
備
自
衛
官
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
支
給
す
べ
き
予
備
自
衛
官
手
当
の
額
は
、
そ
の
月
の
日
数
を
基
礎
と
し

て
日
割
り
に
よ
つ
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

第
十
七
条
の
十
二
第
一
項
第
一
号
中
「
災
害
招
集
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
防
衛
招
集
等
」と
い
う
。）」

を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
防
衛
招
集
、
国
民
保
護
等
招
集
又
は
災
害
招
集
」
を
「
防
衛
招
集
等
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
す
で
に
支
給
し
た
分
の
翌
月
分
以
降
」
を
「
既
に
支
給
し
た
分
の
翌
月
分
以
降
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書

中
「
因
る
」
を
「
よ
る
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の
下
に
「
又
は
防
衛
招
集
等
に
応
じ
た
場
合
」
を
加
え
、「
す
で
に
」
を

「
既
に
」
に
、「
因
り
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
、「
日
）」の
下
に
「
又
は
防
衛
招
集
等
に
応
じ
た
日
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
十
三
の
見
出
し
中
「
支
給
方
法
等
」
を
「
支
給
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
四
条
の
三
第
四
項
第

二
号
」
と
、」の
下
に
「
同
項
第
一
号
中
」
を
加
え
、「
国
民
保
護
等
招
集
」
を
削
る
。

別
表
第
五
国
際
緊
急
援
助
等
手
当
の
項
中
「
七
千
五
百
円
」
の
下
に
「
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
防
衛
大
臣
の
定
め

る
額
」
を
加
え
、「
及
び
緊
張
を
与
え
る
と
防
衛
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、」を
「
及
び
緊
張
を
与
え
る
と
防
衛

大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、「
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
の
定
め

る
額
を
加
算
し
た
額
」
の
下
に
「
、
当
該
業
務
（
自
衛
隊
法
第
八
十
四
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
車
両
に
よ
り
行
う

輸
送
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）が
極
め
て
困
難
な
作
業
で
心
身
に
著
し
い
負
担
及
び
緊
張
を
与
え
る
と
防
衛
大
臣
が
認

め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
額
に
そ
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
第
十
二
条
第
五
項
、
第
十
七
条
の
十
二
（
第
十
七
条
の
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
別
表
第
五
国
際
緊
急
援
助
等
手
当
の
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

防
衛
大
臣

中
谷

元

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
内
閣
府
令
第
三
十
号

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
及
び
内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五

号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
す
る
。

第
四
条
見
出
し
中
「
並
び
に
企
画
官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
並
び
に
企
画
官
一
人
」
を
削
り
、
同
条
中
第
六

項
を
削
る
。

第
八
条
第
八
項
中
「
二
十
六
人
」
を
「
二
十
八
人
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
を
削
る
。

附
則
第
四
項
中
「
一
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
、
同
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
三
十
一
号

食
品
安
全
委
員
会
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
安
全
委
員

会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
五
年
内
閣
府
令
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
三
条
中
「
事
項
に
関
す
る
食
品
健
康
影
響
評
価
に
関
す
る
事
務
（
他
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」を「
事

務
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
食
品
健
康
影
響
評
価
に
関
す
る
こ
と
（
他
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

イ

食
品
添
加
物
に
関
す
る
事
項

ロ

農
薬
に
関
す
る
事
項

ハ

器
具
及
び
容
器
包
装
に
関
す
る
事
項

ニ

化
学
物
質
及
び
汚
染
物
質
に
関
す
る
事
項

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、人
の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
要
因
又
は
状
態（
次

条
第
八
号
に
お
い
て
「
危
害
要
因
等
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
化
学
的
な
も
の
に
関
す
る
事
項

二

食
品
安
全
基
本
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
科
学
的
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
中
「
属
す
る
も
の
」
の
下
に
「
並
び
に
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
」
を
加
え
る
。

第
五
条
中
「
属
す
る
も
の
」
の
下
に
「
及
び
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
三
十
二
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
四
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
総
合

事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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